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【発表のポイント】

 地下や地表を横方向に伸びる茎は、葉身のない小さな葉をつけることで、

土の中でも旺盛に伸び進めるための適応をしていることがわかった。

 横に伸びる茎をもつ植物は、共通して、BOP 遺伝子を強く働かせることに

より、葉身をもたない小さな葉を形成するという戦略をとっていることが

明らかになった。

 横に伸びる茎の制御は、作物生産や雑草防除という観点から重要である。 

【概要】

ドクダミ、スギナ、イネ科雑草など、しぶとい雑草の多くは地下で伸びる茎（地

下茎）を地中に這わせて旺盛に繁殖していますが、地下茎を成り立たせる仕組み

は解明されていませんでした。東北大学大学院生命科学研究科の経塚淳子教授

と鳥羽大陽助教（研究特任）のグループは、地下で伸びる茎（地下茎）や地表を

横に伸びる茎（ほふく茎）につく葉は、葉身をもたない構造に特殊化しており、

この性質は土の中を伸びるために重要であることを示しました。葉を特殊化す

るにあたっては、BLADE ONPETIOLE (BOP )遺伝子が種を超えて共通して関わっ

ていることを明らかにしました。横に伸びる茎は多くの植物種で見られ、植物が

成長範囲を広げるために有効な形質です。しかしその成長様式を制御する遺伝

的なしくみはこれまで知られていませんでした。

本研究成果は、1 月 16 日（アメリカ東部時間）の Current Biology 誌（電子版）

に掲載されます。

本研究は、科学技術振興機構（JST）戦略的創造研究推進事業チーム型研究

（CREST）および文部科学省科学研究費補助金の支援を受けて行われました。 
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【詳細な説明】 
植物には、タケやイチゴのように、ひとつの個体が横方向に伸びる茎（ほふく

茎）と上方に伸びる茎の両方をもつ種類があります（図 1）。茎を横方向に延ば

すことで、植物は成育域を大幅に拡大することができると同時に、茎が土の中を

成長する（地下茎）ことにより寒さや乾燥などの悪環境を地下でやり過ごすこと

が可能となります。つまり地下茎性は、植物が旺盛に増殖するうえできわめてす

ぐれた成長様式であるといえます。ドクダミ、スギナ、イネ科雑草など、地下茎

を地中に這わせているしぶとい雑草の多くが、まさにこの戦略を採用していま

す。 
 地下茎は多くの植物に見られる成長様式ですが、これを成り立たせる仕組み

はこれまであまり研究されていませんでした。本研究チームは、地下茎をもつイ

ネの野生種、Oryza longistaminata（オリザ ロンギスタミナータ）の解析から、地

下茎につく葉は、葉身をもたず、短い葉鞘だけからなることを見出しました（図

2）。さらに以前の研究では、BOP（ボップ）が葉身の成長を抑え、葉鞘の成長を

促進する働きをもつこと見出しています。O. longistaminata の地下茎では、BOP
の働きが強くなっているため、地下茎の葉では葉身が成長しないことが明らか

になりました（図 3）。また、葉身が成長すると、地下茎の先端は十分な強度を

発揮できず、地下を伸び進めないことが分かりました（図 4）。ドクダミとシバ

の解析から、BOP の作用を調節することによる地下茎やほふく茎の葉を特殊化

は、ドクダミとシバでも共通することが明らかとなりました。したがって、BOP
は地下茎性を進化させる過程で共通して使われた遺伝子であったと考えられま

す。 
 ジャガイモ、レンコン、芝など、地下茎やほふく系は作物生産やバイオマスに

としても重要であり、本研究の成果は、作物生産や雑草防除への寄与も期待され

る重要な研究成果です。 
本研究は、科学技術振興機構（JST）戦略的創造研究推進事業チーム型研究

（CREST）および文部科学省科学研究費補助金の支援を受けて行われました。 
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